
子
規
の
川
虛
子
の
山
あ
り
鳥
わ
た
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藤
田
湘
子 

　
平
成
二
年
作
。
「
松
山
二
句
」
の
前
書
が
あ
り
、
「
木
の
實
落

つ
愚
陀
佛
庵
の
軒
と
い
は
ず
」
の
句
と
共
に
あ
る
。
こ
の
年
九
月

に
は
、
子
規
記
念
博
物
館
で
の
講
演
。
十
月
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ

俳
句
第
一
回
に
出
演
。
松
山
に
続
け
て
行
っ
て
い
る
。 

　
当
時
は
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
各
家
庭

に
普
及
す
る
に
は
ま
だ
少
し
時
を
要
す
る
頃
。
先
生
の
出
演
す
る

番
組
を
何
と
か
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
た
い
と
、
近
所
の
ホ
テ
ル
の

一
室
を
借
り
た
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら

待
っ
た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と
、
正
座
し
て
見
た
記
憶
が
あ
る
。 

　
私
達
が
興
奮
し
た
よ
う
に
、
先
生
も
第
一
回
出
演
に
対
す
る
期

待
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
俳
都
松
山
へ
の
挨
拶
の
心
が
、
「
子
規

の
川
虚
子
の
山
」
へ
の
挨
拶
の
句
と
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

１
９
９
０
年
（h2

作
）
第
九
句
集
『
前
夜
』
　
鑑
賞
・
野
本 

京


